
地

球

に
伏
ろ
僧
椿
h
iIr北
ハ依
命
肌
LY
に
他
罪
す
る
に
-北
田
す
る
も
6
1
寸J
詔
め
ら
れ

其
苅
常
在
鳴
ら

す
り
瑚
漸
-
喧
し
｡

○
地
理
科
本
試
験
問
恕

(
大
1
.十
三
年

盲

施
行
)

叫
､
地
蟹
計
チ
謝
肌
セ
ヨ

二
､
メ
ル
カ
ト
ル
榊
法
ノ
特
色
チ
述

べ
何
故

二
相
樹

ニ
ハ

此
ノ
相
法
チ
川

フ
ル
カ
サ
鰯
肌
セ
ヨ

三
ー
祈
柑
川
流
域
ノ
人
文
他
出
チ
珊
肌
セ
ヨ

印
､
ラ
イ
ン
川
流
城
ノ
灼
然
租
税
チ
縦
列
セ
ヨ

.B
p
北
双
上
弥
糊

-
淡
紫
ナ
ル
変
速
軸
路
チ
列
解
y
之
チ
開
明
セ
ヨ

六
､
火
中
押

二
於
ケ

ル
ア
メ
リ
カ
(
,=解
脱
ノ
静
カ
ナ

地
班
的

こ
窄
雛
シ
之

チ
周
明
セ
ヨ

七
､
左
ノ
地

ニ
ッ
キ
チ
加

か
沖
チ
詑
セ

ィ
､
プ
レ
7ハ
ブ
ル
か

P
Eessh
u
rg
〔P
o
N
5
0

n
y
,)

口
､
徐
家
継

'̂
､
イ
ラ
ク
:LH.園

Hrak

二
､
カ
ン
ベ
ラ

C
anberra

か
､
世
必

11於

テ
叔
屯
或
射
ナ
ル
和
紙
電
信
周
所
在
況
侍
所

へ
ー
世
非

二
於
テ
特
二
郎
慨
工
耶

ニ
ヨ
竺

T
=3
淀
セ
ラ
レ
タ
か

地
域
五

仙
川
桝

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

(
紘
:]華

一
二
三
州
五
六
ノ
補
間
施

ハ
靴
固
例
式
等
み
付
シ
テ
管
フ
>L

ナ
鮮

ス

れ
Ii

仲

t
川

口
各

問

題

節
T
H

節

7
怨

節
三
班

元
し

凡
蒜

7
'
御
節
教
地
附
光
り
摸
弛
み
元
L
北
ハ-;
形
の
特
色
1J
郡
邑
柵
に

交
池
畔

に
つ
ri･,て
湖
肌
ぜ
し
む

二
､
摸
神
水
聯
慣
わ
典

へ
其
り
維
川
法
払
謝
糾
せ
L
む

三
､
太
平
搾
り
悔
榊
九
二
耶
-
構
鶴
?.
ヤ
ル
ー
･1
品
TJ
G
l距
離
を
向
上
に
て

測
光
せ
し
む

H

i.3
二
日

7
､
北
陸
地
方
6
1掛
岡
に
つ
r,TJ.基
地
方
の
地
形
の
一昨
也
だ
郡
邑
孤
に
交
荊

路
にこ
っ
r寸
,て
説
明
ぜ
し
む

二
､
ブ
-
ブ

マ
チ
ッ
ク
Tl
,ノ
パ
ス
み
im
(
へ
北
ハ仰

用紙
か
開
明
ぜ
L
む

三
､
地
球
岱
上
に
於
て
射
i=i
ビ
非
地
鋸

(
ロ
ン

ドン
､
ヤ
>A
I
･L
-
ジ
ン
-

か
が
I
>̂
辞
)
Q･J
の
問
の
滋
仰
肘
離
船
測
定

ぜ
し
む

以

ヒ
l

新

刊

紹

骨

○
市
町
村
大
字
譜
方
名
血罷

小
川
球
相
野

大

正
十
二
年
六
月
発
行

不
輩

_ェ
市
郎
町
令
究
放
火
I*
窮
嚢
の
二
郎

iilリ
成
り
す
べ
て
正
鵬
な
る

侶
名
約3
に
ょ
り
て
地
名
の
塔
育
み
網
甜
ぜ
り
荒
し
地
名
に
は
沸
字
釣
り
折

方
あ
り
､
悌
牛
の
知
音
川桁
手
帳
の
山村
か
展
官
紀
L
大
阪
の
暇
な
戟
t
fF
=
ち

6
1新
川
ビ
河
tJ
何
れ
が
分
光
せ
ら
れ
六
品
か
有

や
容
易
に
知
り
が
た
き
り

み
な
ら
す
共
訳
方
に
至
っ
て
に
雄
牛
tJ
仝
-
離
れ
て
批
糾
其
披
所
在
知
ら

+rv
ろ
も
り
多
-
0
記
に
榊
掬
の
ri=
別
･/
fiij.て
代
人
に
よ
り
て
産
め
る
7.14
免



が
れ
す
､
殊
にニ
叔
紙
用
町
邸
色
の
駐
脱
は

耶

博
町
村
り
政
和
磨
食

み
促
し

年
に
覇
に
H
に
朝
･ht･{
ろ
り
越
め
り
､
約
ん

.･/
}砥
後
で
石
川
軸
与
,み
悔
し
小

川
敢
授
け
大
北
八
咋
･:=i
邸
帝
は
大
粒
文
興
部
租
税
韓
敬
弔
内
に
北
開
地
名

抗
弁
の
妃
本
私
作
ら
ん

=

ま
ね
企
て
､

爾
苑
各
肘
醸
郡
隅
役
場
に
旧
曾

し
て
三
咋
5九
ケ
月
湖
-
地
額
拭
方
の
光
本
和
得
､
之
み
刊
行
に
附
し
た
る

も
の
脚
本
悪
路
ク
ロ
ー
hJ
糾
す
三
富
の
炎
本
な
り
ミ
サ
｡
各
府
鵬
市
郡
町

村
火
年
令
即
の
弼
i=,始
め
て
披
為
所
か
緑
iL
リ
ビ
い
ふ
べ

L
｡
印
刷
に
附

し
六
校
に
及
び
L
m77な
あ
も
獅

]
二
竹
放
り
関
わ
り
､
桐
額
は
汲
沢
に
聖

り
本
部
に
カーt
ふ
ろ
に
先
輩
町
り
町
盈
州…
方
み
-
加

へ
て
完
壁
な
ら
し
め
ん

だ
L
H
iLL
:IIT.｡T.i
及
町
名
相
川
の
治
に

あ
り
三

:～:ふ
｡
輩
棚
大
阪
耐
同
大
賓

♯
町
西
ノ
丁
二
十
∴
､
博
多
成
就
盟
(疋
僧
六
固
)

(小
牧
)

0
日
本
地
固
相
地
名
索
引

小
川
球
泊
背

火

.花
十
二
年
十
二
月
放
行

小
川
.gJ:沖
=
和
地
問
帖
は
さ
き
に
末
流
小
林
印
刷
桝
で
揃
巧
に
刷
り
上

り
'
榊.E
不
の
王

め
t1
州
偽
班
本
桝

へ
姻
附
し
同
九
月

l
日
_こ
川
爽
上
る
?)

云
ふ
仰
問
に
'1qi3つ
て
､
火
地
監
火
災
の
購
_こ
種
ふ
i
iO
か
-
て
こ
の
地
問

に
榊
伴
し
た
稲
村
基
地
が
相
中
に
宜
ろ
問
の
甘
心
の
紬
晶
か

山
籾
に
択
俵

～-'な
り
i;

何
十
ろ
災
辞
で
む
つ
i1
で
わ
ら
,つ
.
不
串
_こ
し
て
印
刷
桝
も

火
災
ーこ
か
ゝ
つ
て
相
が
立
っ
舵
は
ぎ
ろ
り
和
解
か
う
り
圭
か
ー
坤
に
も
地

榊
帖
S
l瑚
舶
甘
数
十
杖
.,は
ア
ス
ベ
ス
ト
張
り
石
班
の
申
_ニ
泣
か
れ
て
机
つ

た
榊
状
で
如
机
に
肋
か
つ
i1､

群
耕
砧
tIl_
ij
め
､
晋
印
の
桝
に二
手
秘
め
て

･
紀

3'｡3-
声
り
も
無
IIS

は
な
か
つ
i1
が
､
さ
て
既
に
鞄
約
糊
に
後
-
れ
て

此
始

㌶
だ
から
､
基
排
し王
妃
に
損
ね
放
し
て
こ
り
憤
り
二
つ
LI銅
版
ね
印

紬

刷
に
附
で
ろ

こ
TJ_こ
し
て
､
日
下
大
槻
森
川
印
刷
揃
川
で
刷
-
し
て
ゐ
ろ
寸J･

り
聾
で
あ
る
が
｡
右
様
の
次
節
で
地
問
の
後
に
世
_こ
凹
づ
べ
か
T
L
索
引

が
､
他
聞
よ
り
-
さ
き
に
川
放
さ
れ
る
こ
TJ
に
な
つ
iL｡
=
り
束
引
t1こ
収

め
ら
れ
i
i無
店
数
約
6
1軸
糸
はェ
共
か-1i
姑
結
ii
ゑ
拭
方
名
乗
り
町
村
名
ね
余

部
納
経
せ
る
外
に
山
川
糟
粕
嶋
咽
坤
刈
り
令
に
hr出
ろ
金
郎
7-
枚
施
L
i1
の

で
み
ろ
が
､
こ
の
方
の
約
分
は
大
串
の
試
方
よ
り
-
配
_こ
蜘
那
で
あ
る
か

ら

山
々
､
常
謂
祁
槌
役
仲
に
恨
脅
し
て
紺
iI
馳
せ
にこ
よ
っ
七
TJ
り
事
で
あ

る
｡
柚
問
･.付
拾
来
す
あ
に
佃
利
hTL･6外
に
ー
此
蛮
1J

して
の
和
立
の
慣
椛
が

あ
る
､
そ
れ
は
親
切
に
-
-
訓
晋
恨
満
濃
､
中
背
恨
名
遣
り
種
蝉
か
正
し

-
L
i1
ろ
ニ
モ
ー
或
村
や
川
や
川
が
何
賦
何
郡
に
屈
す
ろ
や
否
や
･r<h
一
口

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

し
て
知
り
う
ろ
串
の
他
食

め
る
外
tこ
､
蚊
逆
鼎
銘
蛍
引
が
め
っ

て
､
北
ハ軸

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

路
名
tJ
賊
省
が
知
ら
れ
ろ
の
み
叱
ら
ず
､巻
末
に
雛
紀
地
銘
柔
が
め
り
､
苗

字
割
引
に
な
っ
て
ゐ
ろ

]
凡
八
寸
山
ミ
サ
サ
ヤ

マ
tJ
か
三
足

】
渉
山
ナ

,

灯
y
ヲ
ヤ
ヤ
り
獅
ね
全
F=
榊
維
L
l･rJめ
る
寸J
い
ふ
鮎
で
み
ろ
､
各
部
で
凹

甘
八
十
七
耳
手
頃
t.LJ本
で
み
ろ
が
地
岡
的
わ
翻
れ
て
衆
引
だ
け
で
:
精
出

蹄
.1こ
北
館
の
便
利
ね
a
J
へ
tt
,
)･L,ね
推
奨
し
た
い
(顔
蹄
同
前
)〔
水
野
)

0
寛
都
府
北
桑
田
郡
詑

(
大
正
㌻

毒

三
月
出
版
､
非
誉

E
)

管
静
注

=i郷
軒
的
大
鞘
文

雄
郡
の頂
門
粒
士
で
み
ろ
､
北
桑
関
都
が

相

月
地
で
み
ろ
故
に
ー
耶
役
所

か
ら
り
依和
み
-
け
i1
後
の
勢
力
は
外
で

み

て
ゐ
大
悦
の
日
に
も
野
し
-
映
じ二
七
り
で
あ

っ
ii
が
､
流
石
は
地
凹
怨
報

洩
り
人
で
め
ろ
む
け
に
地
即
に
捌
す
る
拙
椛
は
従
犯
の
痴

話
に
凡

そ
,?.

私
桔
ざ
る
他
が
わ
る
1
日
-
き1-1
形
榊
､
日
-
地
質
同
日
-
両
親
分
布
桝

田

-
人
口
密
嬢
倒
す
べ
て
鵜
柵
･TI
ろ

利
別
_こ
よ
っ
て
‥
れ
み
託
し
地
組
の
成

天

.I

<
三



地

球

関
に
別
し
て
_i
丹
波
:,･=f
iS

の
ご
)G
.
叫
邦
が
い
か
.1
摺
蝕
さ
れ
i
lち
か
を
論

じ
北
部

r̂J
輔
削
り
自
然
的
差
叫
よ
り
的
林
部
離
愁
い
て
は
人
文
り
弟
に
及

び
弟
二
肇
那
拘
り
部
門
に
於
て
_ェ
託
朝
岬
代
翻
H
不
純
中
和
力叫
抄
に
革

に

i1
州
名
り
=
の
.郡
内
に
称
す
る
-
り
み
考
先
L
鎌
倉
時
代
以
後
の
非
州
別

伴
よ
り
い
か
に
本
郷
の
水
村
が
京
都
の
鼓
室
か
_{
じ
め
舘
奇
相～
宅
に
利
川

･-Ji
i1
か
TJ
い
ふ
恥
か
り
ベ
1,J
故
紙
牡
血
に
及
び
交
流
や
批
叶
や
紙
計
松

け
じ
め
鑓
蓑
林
部
り
覗

批
松
の
1.
(節三
郎
り
各
村
謎
に
は
郡
･川
に
存
サ
ム

批
キ
姓
蛮
美
縮
HM
り
〓
盈
-
4
,-
り
州
十
七
枚
り
コ
ロ
タ
イ
プ
み
抽
入
し

虹
.1

此
料
附
紘
･ZjJ.加

へ
て
七
三
三
茸
の
火
脚
に
九･g
う
わ
､
京
都
脚
立
折

一

女
付
十枚
政
論
小
柄
非
偶
二
,氏
か
協
力
勅
封
の
鹿

北
で
あ
る
､
巻
末
別
に
川

棚
な
地
形
榊
が
め
り
粥
靴
代
グ
ロ
ー
ス
で
山
捕
範
雌
り
純
株
か
川
し
て
わ

･<,､
出
針
極
め
.{
･前
川
ー
近
時
稀
に
見
ろ
郡
E.S=
で
あ
る
､
荒
し
那
iS=
ほ
肌

に
庶
出
拭
11こ
ら
み
隼

J
t,J
拭
-

べ
か
ら
ざ
ろ
も
り
で
此
覇
の

一如
-
必
す
粗

放
筏
潜
む
崎
は
す

べ
4
,-
り
前
歴
血
家
tJ
協
力

-J
L
む

べ
4
,-
り
で
あ
る

rTJ
信
ず
る
｡
(
小
牧
)

節

i
各

節
二
.J班

.I
ti

(
ニ

八
田

I...[･･77.i:;;･l'･,,:盤
古

=M
妃
り
文
稔
試
験
糊
他
_
ニ関
し
て
各
種
の
質
問
に
按

L
木
偶
別
解
は
其

艦
松
に
出
が
な
い
か
ら
ー
=
-
に

!
約
し
て
塾
考
輩
6
1
勅
も
報
告
･T"
?

,

寸J
に
L
六
〇

.
､
紀
伊
牛
比
の
自
然
地

川

野

小

川

練

絹

漸

妊
畿

地
方

の

土
地

JfJ住
民
ハ茶
都
府
欽
背
骨

弊
行
)
り
中

に
左
S
如
-
述
べ
て
わ
ろ
.

妊
鴇
地
方
は
地
組
上
三
地
隈
に
分
か
れ
ろ
､
雨
間
は
紀
伊
山
系
}J
呼
げ

れ
て
榊
ム
ー
紀
伊
山
系
_‡
水
成
岩
か
ら
成
っ
た
山
轍
で
=
本
鞘
島
に
珊
-;

作
用
6
1起
つ
i1
時
に
川
北
i1
柑
=EHI
獄
り

仙
郷
で
あ
る
､
此
何
州
作
用
は
日

米

揖州
か
ら
加
つ
ナ
描
抑
カ
で
般
つ
L
IG
lで
め
る
か
ら
ー
日
本
り
外
群
山

脈
1･･し
て
阿
川
せ
ら
れ
て
併
ろ
｡
附
し
て
此
柑
曲
り
R
l'向
は
鵬
力

=
方
向

A,J
耽
･E
に
放
っ
て
何
て
､

略
架

微
北
か
ら
粥
徴
榊
に
亙
っ
て
捕
ろ
大
き
な

河
の
流
路
t
､
此
り
誰
何
に
従
っ
て
和
布
在
柁
L
i1
-
り
が
多
-
､
四
=L1

り
紀
伊
､
都
川
､
口
端
の
緒
川
ー
東
川杵l
榊
朋
.
仰
川
_‡
何
れ
も
之
LLこ硫
し

て
摺
る
Lか
就
中
新
し
い
の
jjl紀
伊
川
で
前
出
ii;及
び
約
品
片
山:S
り
仙
斜
屈

み
成
し
ii
地
方
り
北
側
に
約
-
て
流
れ
て
居
ろ
.
叉
JH
両
…相
も
米
印
り
法

同
船
抹
て
耐
叱
桐
劉
llQ
=;り
分
水
非
か
1J
つ
て
尉
ろ
-
り
が
多

-
阿
州
で
北
t'

辞
し
い
も
の
.,け
利
塊
川
脈
琳
坂

描
､
鹿
か
背
紋
米
側
の
宮
川
.
描
;
川
及

び
北
ハ交
流
り
縦
谷
問
の
多
-
り
判
然
ビ
訟
向
に
従
っ
i1
分
水
榊
で
あ
る
O

舘
抑
川
上
流
及
熊
抑
川
は
此
漣
向
を
柿
餅
L
L
l所
の
棉
谷
で
其
成
因
ti
耐

北
の
鑓
向
の
析
別
姓
に
関
係
が
わ
ろ
官
尊

へ
ら
れ
る
O
之
ざ
成
田
払
阿
-

し
わ
の
】_
'
i:=野
山
脈
.
中
位
の
一位
桝
峰
は
此
方
向
に
列
岬
し
て
居
ろ
が

曲
げ
的
北
の
姉
別
紬
に
約
JLL東

川
L
i]
火
成
･:i.
の
一山
列
で
わ

ろ
ー
是
は
大

雄
山
列
1)
し
て
T&
別
て
る

句が
池
;:==
で
あ
る
.
紀
伊
牛
･砧
は
南
中
光

り
三

m
に
分
た
れ
て
居
て
中
郡
_‡
此
り
如
-
氷
凹
郎
寸｣
地
質
桃
S=h)の
関
係
か
ら

火
に
細
粒
興
に
し
て
お
ろ
U

小
川
数
操
り
同
輩

_
二
の
地
妙
成
附
諭
の
外
に
丹
波
江
筑
術
府
G
l地
激

的
外
気
佃
の
封
湖
畔
多
-
の
暗
示
に
･好
ん
だ
良
肝
で
､
閑
静
に

〓
!l=
な
す

～
め
ろ
ー
脚
本
問
題
巷
考
?･･-
て
見
る
.(
r･VJ-
の
HT


